
金
海
古
政
志
巻
十

土
を
引
寄
せ
、
内
外
惣
榊
の
土
居
或
は
川
除
の
堤
防
な
ど
を
築
か
し

め
ら
れ
た
る
陀
ゃ
。
但
し
改
作
所
滋
紀
に
紙
せ
た
る
貸
永
四
年
四
月

皐

E
十
村
役
の
者
共
よ
り
算
用
場
へ
の
上
申
書
K
、
如
来
寺
屋
敷
之

内
石
川
郡
山
崎
傾
向
之
内
拾
五
石
五
斗
、
此
外
同
郡
上
野
村
両
之
内

K
而
三
拾
一
石
四
斗
四
合
、
官
尚
治
三
年
よ
り
引
高
に
相
成
・
右
上
野

村
引
尚
之
内
瓦
小
屋
屡
数
民
渡
分
一
所
に
引
高
に
成
に
付
‘
如
来
寺

屋
敷
之
割
問
不
血
相
知
↓
と
見
h
た
る
、
瓦
小
屋
と
あ
る
も
の
卸
ち
今
云

ム
土
取
場
の
地
也
と
問
ゅ
。
此
の
頃
此
の
地
に
於
て
瓦
を
抽
出
き
た
る

事
は
・
郡
方
刑
判
記
民
統
せ
た
る
柑
尚
治
三
年
六
月
四
日
合
所
よ
り
石

川
河
北
雨
刑
制
潜
行
へ
の
岱
放
民
、
か
は
ら
の
薪
に
・
松
木
E
る
長
さ

三
尺
忙
し
て
・
三
尺
細
を
以
三
百
五
拾
束
近
山
花
筒
震
v
曲
目
候
問
、
由

比
勘
兵
衛
断
次
第
郷
人
足
可
ν
被
ν
成
a

御
渡
↓
と
一
宮
ム
事
見
ゆ
。
由
比

勘
兵
衛
は
此
の
頃
山
移
行
主
勤
め
た
る
よ
し
‘
出
比
系
聞
及
び
微
妙

公
夜
開
録
に
見
h
た
り
。
さ
て
改
作
所
程
紀
覚
文
阻
年
の
僚
に
・
石

川
郡
上
野
村
領
瓦
小
屋
之
跡
品
開
聞
候
故
、
下
し
殴
文
今
年
波
る
。

土
取
判
明
之
遜
K
候
哉
。
と
あ
り
。
又
同
五
年
十
月
算
用
場
よ
り
の
世

出
に
・
歩
数
三
百
六
拾
二
歩
五
勺
、
高
一
石
八
斗
一
升
四
合
・
瓦
土

取
判
明
。
但
瓦
土
取
場
之
内
九
斗
六
列
四
合
立
文
六
年
陀
毛
付
牧
納
之

~ ，、

地
。
と
見
h
、
点
字
凹
年
三
月
岡
井
村
二
郎
吉
の
断
舎
に
、
上
野
村

領
相
針

下
し
家
、
最
前
町
方
へ
相
波
申
時
分
、
家
つ
v
h

き
不
v

申
虞

に
、
廿
丹
後
此
則
之
前
K
瓦
土
取
場
之
跡
あ
き
地
有
ν
之
底
.
町
方
よ
り

地
子
家
出
来
仕
・
共
上
右
相
針
下
し
之
左
右
奥
力
衆
屋
敷
民
相
渡

り
、
奥
力
町
に
混
成
に
付
、
町
之
内
陀
相
成
。
と
紋
せ
た
り
。
此
の

断
住
民
て
見
れ
ば
、
今
い
ふ
土
取
場
は
、
山
治
の
頃
瓦
小
屋
あ
り
し

地
に
て
.
究
文
の
初
め
此
の
地
に
て
瓦
を
焼
く
事
止
み
た
る
陀
よ

り
・
冗
文
凶
年
陀
瓦
小
屋
帥
酬
を
内
M
K
閥
復
の
様
、
上
野
村
よ
り
蹴
出

し、

瓦
土
取
場
悉
く
畠
地
と
た
し
た
れ
ど
・
右
岳
地
の
左
右
奥
力
士

の
屋
敷
と
成
り
・
興
力
町
の
地
紙
き
と
成
り
た
る
陀
よ
り
、
相
針
卸

し
と
な
し
・
家
屋
を
建
て
町
地
と
成
り
け
る
よ
し
・
布
貞
一
一平
凶
年
問

弁
村
二
郎
吉
の
断
牲
に
て
知
ら
れ
け
り
。
然
れ
ば
も
と
瓦
土
取
場
と

呼
ぴ
た
り
し
を
、
後
陀
は
降
格
し
て
土
取
場
と
い
へ
る
な
る
べ
し
。

O
経

王

寺

前

此
の
地
は
・
延
貨
の
金
繰
闘
に
・
経
王
寺
分
と
あ
り
て
、
経
王
寺
の

門
前
地
た
り
。
改
作
所
沓
記
に
載
せ
た
る
元
秘
六
年
十
二
月
の
舎
付

に
も
、
経
王
寺
前
と
あ
り
て
.
門
前
地
を
ば
某
寺
前
と
呼
べ
り
。
明

治
山
凪
務
の
後
門
前
地
は
凡
て
殴
せ
り
。

O
鳶
福
山
綬
王
寺

日
連
一
示
也
。
首
寺
は
部
落
三
世
中
納
言
利
常
卿
の
生
母
蒜
稲
院
殿
の

菩
提
所
也
。
延
賞
二
年
山
市
常
牲
に
一
苫
ム
。
越
前
園
府
中
経
王
寺
は
.

務
開
院
殿
御
先
組
之
盟
国
拠
所
に
付
.
間
嵐
長
，
寸
年
経
王
寺
の
弟
子
議
仙

院
を
金
津
へ
召
寄
せ
ら
れ
‘
草
庵
E
替
み
、
彼
の
寺
鋭
を
移
し
級
王

寺
と
放
し
、
持
制
院
殴
在
世
中
度
々
御
参
鰐
あ
り
け
り
。
立
永
八
年

三
月
六
日
部
制
院
殿
江
戸
陀
於
て
逝
去
、
川
地
上
陀
於
て
火
器
、
御

遺
骨
を
金
保
へ
迎
へ
ら
れ
‘
四
月
六
日
宮
寺
K
て
御
務
硯
あ
り
o
然

成
同
月
十
川
目
金
郡
大
火
、
円
仙
寺
も
延
焼
し
・
疋
保
川
年
持
制
院
殿

十
七
悶
忌
に
付
、
働
問
悉
〈
遺
密
命
ぜ
ら
れ
、
三
月
六
日
法
合
執
行
、

へ
品
い
w
v

承
徳
三
年
十
二
月
三
日
券
領
五
拾
石
御
寄
附
。
と
あ
り
。
三
州
芯
来

因

掘
削
開

A
K
云
ふ
。
枇
訟
に
経
王
寺
は、

蒋
縞
院
定
の
錆
陀
建
立
と
去

ふ
は
非
主
り
。
此
の
寺
は
も
と
越
前
府
中
陀
経
王
寺
と
て
あ
る
を
、

此
の
靖
の
上
人
の
弟
子
養
仙
院
を
‘
出
品
長
十
年
民
金
部
へ
召
し
て
此

の
寺
を
独
立
あ
り
。
然
る
陀
覚
永
八
年
焼
失
に
よ
り
、
承
服
凶
年
誇

稿
院
鮫
十
七
回
忌
の
時
符
迷
あ
り
て
、
初
め
て
乱
脈
寺
と
な
す
と
。
平

-
弐
按
宇
る
に
.
寸
二
附
定
住
民
総
せ
た
る
経
王
寺
副
市
川
町
民
も
.
究
ホ

八
年
務
縮
院
殿
於
昌
江
戸
-
逝
去
.
遺
me
u
金
樺
へ
被
ν
移
、
法
合
御
用
意

金
海
古
蹟
志
巻
十

一

之
戯
.
金
津
大
火
陀
寺
焼
失
.仮
屋
に
抑
制
成
に
付
、承
館
四
年
務
傾
院

殿
十
七
阿
忌
相
官
再
興
被
=仰
付
↓
と
見
h
.
図
事
臼
披
問
答
陀
は
、
経

王
寺
最
初
は
称
餌
院
殿
跡
地
立
被
ν
成
蕗
‘
金
山
聞
大
火
の
頃
類
焼
し
.
承

刷
出
凹
年
微
妙
公
符
挫
し
給
ふ
。
と
あ
り
。

思
ム
K
究
武
八
年
逝
去
に

て
.
モ
れ
よ
り
十
七
年
は
正
保
四
年
也
。
放
に
延
貧
二
年
の
由
来
性

に
は
.
正
保
四
年
十
七
阿
忌
K
付
き
倒
閣
法
密
主
命
ぜ
ち
る
と
絞
せ

た
り
。
然
る
を
十
二
世
定
住
園
都
目
披
問
答
陀
誤
っ
て
承
惚
凶
年

と
す
る
を
・
三
州
志
に
も
共
の
朝
日
り
を
製
ひ
て
J
承
際
四
年
+
七
回
忌

の
時
再
逃
し
て
秘
寺
と
た
す
と
服
せ
た
る
は
.
宮
間
氏
の
映
り
也
。

寺
領
寄
附
紋
お

以
a
分
図
之
内
一
五
拾
石
之
所
令
6

寄
進
田
部
。
全
可
ν
有
n
寺
納
-
之
飲
・

の
如
ν
件
。

承

臨

三

年

イ

二

月

三

日

加

賀

少

将

綱

利

加
賀
守
就
z
在
江
戸
ニ
判
如
ν
此。
小
松
中
納
言
利
常
利

経

王

4ト
吋戸

寺
鋼
所
付
之
事

7111 
州
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